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商務省輸入局で次官補を務め、反ダンピング法、相殺関税法をはじめとする貿

易救済措置関連で政府を率いた経験を持つ。また外国貿易ゾーンのシステム

管理、衣料品貿易ポリシーの監督、衣料品貿易に関する法令制定、WTO（国際

貿易機関）での貿易救済措置の交渉マネージメント、WTOでの紛争解決等を手

がけ、米中交渉ではマクロ経済政策、鉄鋼業の交渉で議長を務め、米国商務省

輸入安全性イニシアティブを監督した。

商務省次官補任命以前は、USTR（米国通商代表部）でテキスタイル＆アパレ

ル交渉担当長及び過渡的調整者を務めた。また、USTRでは中米、ドミニカ共

和国、シンガポール、オーストラリア、チリ、パナマ、バーレーン、アラブ首長国

連邦、コロンビア、ペルーとの自由貿易条約交渉で中心的役割を果たし、主に

関税強化、衣料品テキスタイル業界、原産国問題、セーフガードなどについての

交渉を行った。特にブッシュ政権における貿易関連法案の議会通過に重要なサ

ポート役を果たした。また中国との複雑な衣料品貿易協定でも交渉役を務め、

関税に関する協約締結を果たし、他諸国とも供給量割当協約の締結を果たして

いる。

USTR以前には連邦議会議員のワシントンDC事務所運営、管理、立法担当

官、報道官、また下院農業委員会の報道官、下院議事規則委員会メンバーを

務めた。

業界イベントでの講演の機会も多く、特に小売業者、アパレルブランドの問題に

関する講師として知られている。また、貿易救済措置関連の紛争、貿易協定等

に関する意見は多くの報道に取り上げられている。
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